








 

 福山型先天性筋ジストロフィー症(福山型 CMD)は,筋ジストロフィー症の特

徴を有する臨床,実験室的検査,骨格筋組織学及び組織化学所見と,中枢及び末

梢神経障害が常に併存,常染色体劣性遺伝をとる疾患として知られている 1)2).

神経系病変は,臨床的には知能障害,痙撃発作,及び脳波異常、さらに,末梢運動

神経伝導速度が正常者正常範囲の下限又はそれ以下である等中枢,末梢神経の

病変が予測されるが,近年の 10 例を越える剖検例の検索から,胎生 5～6ケ月頃

に発症したと思われる脳回,脳溝形成障害及び橋以下の錐体路形成障害が共通

の特徴であることが明らかとなった 2)． 


